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現計画は、本ニュースレターの安岡所長の巻頭

言にもあるように、約１年前に策定されたもので

あり、V U V領域で世界の他施設をはるかに凌ぐ性

能を達成することにより、新しいサイエンスを開

拓していくことを目指しているものである。ラテ

ィス等、加速器全体の設計は、以前の 2G e V計画

から大幅に変更されているが、現計画には、それ

までに行われてきた、また現在も継続中のR & Dの

成果（例えば K E Kと共同で開発した R F加速空洞

など）が十分に取り入れられている。逆に、これ

らのR & Dなくしては、世界最高輝度、世界最小エ

ミッタンスをもつ光源計画を立案することは出来

なかったであろう。

前号で中村氏が計画の進捗状況を報告している

が、現在も引き続き、計画の全般にわたって様々

な検討、設計が民間会社等の協力を得て進められ

ている。また、これらの設計に基づいたR & Dも精

力的に行われており、一例を上げると、ビーム有

りで真空度1 0-1 0To rrを達成できるような真空設計、

また、このために磁石側板に真空排気用の大きな

開口をもつC型ヨーク構造の四極電磁石の開発な

どがある。後者については今年度に実機モデルの

製作を行う予定である。

一方、この計画では、入射器（ライナック）と

そのビーム・ダンプの間に置かれたターゲットに

大電流の電子ビームを当て、これから発生する高

輝度の低速陽電子ビームを利用することを目指し

ている。このため、低速陽電子実験室がライナッ

クと同一レベルの光源棟地下に配置される。これ

らの設計は、低速陽電子ビーム利用者懇談会の中

に設けられた柏放射光陽電子ビーム実験室建設

W G準備会（世話人：兵頭俊夫氏）を中心に進め

られており、これに基づいた建物地下部の概略設

計が出来上がっている。さて、光源リングのラテ

ィスについては、前々号でも触れていたが、ここ

で、もう一度、その特徴について述べておく。こ

のラティスは、理論的最小エミッタンスが（ほぼ）

実現可能なラティス構造を採用することによっ

て、比較的短いリング周長でサブ・ナノのエミッ

タンス（1 0-9n m r a d以下）を達成しようとするも

のであり、いわゆる full couplingの場合には0.3ナ

ノ程度の非常に小さなエミッタンスが実現される

（つまり、波長約3ナノメータで回折限界の光が得

られることになる。）しかし、このようなラティ

スは色収差が大きく、さらに分散関数が小さいた

めに、この色収差を補正する六極電磁石の強さが

非常に大きくなり、電子の運動が安定である領域

（ダイナミック・アパーチャ）が狭くなるという

困難な問題にぶつかる。また、エミッタンスが小

さい上に、ビーム・エネルギーが 1G e Vと低いた

め、いわゆるTo u s c h e k効果（バンチ内の電子間衝

突による散乱効果）によるビームの寿命が非常に

短くなる。このため、衝突により運動量のずれが

大きくなった電子に対し（また、このような電子

は大きなベータトロン振動をもつことにもなる）、

十分なダイナミック・アパーチャが確保されるよ

うに設計することが必要となる。

この理論的最小エミッタンスのラティスは、長

直線部がなく、ノーマル・セルだけからなるよう

な高い対称性をもつ場合では、二種類の六極電磁

石だけでも、大きな運動量のずれと大きなベータ

トロン振幅をもつ電子の運動が安定であるが、対

称性が少しでも破れると、D B Aなどの他の低エミ

ッタンス・ラティスと同様に、六極電磁石の大き

な非線形効果のために、忽ち安定領域が狭くなっ

てしまう（低エミッタンス・ラティスにおける、

この非線形効果は摂動論で扱うことが全くできな

いほど強く、今日まで誰一人、その解明に成功し

ていないし、永遠に不可能かもしれない。）そこ

で、本計画では、座標変換に対する六極電磁石の

磁場の対称性を利用して、長直線部（この長直線

部には六極電磁石を配置しない）でのベータトロ
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